
JP 2014-530576 A5 2015.7.30

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成27年7月30日(2015.7.30)

【公表番号】特表2014-530576(P2014-530576A)
【公表日】平成26年11月17日(2014.11.17)
【年通号数】公開・登録公報2014-063
【出願番号】特願2014-534539(P2014-534539)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｊ  99/00     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  72/04     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  16/28     (2009.01)
   Ｈ０４Ｊ  11/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｊ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｊ   15/00     　　　　
   Ｈ０４Ｗ   72/04     １３６　
   Ｈ０４Ｗ   16/28     １３０　
   Ｈ０４Ｊ   11/00     　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｊ    1/00     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成27年6月8日(2015.6.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）リソース要素（ＲＥ）に対応するＣ
ＳＩ－ＲＳポートの第１の数を、少なくとも１つの高度ユーザ機器（ＵＥ）にシグナリン
グすることと、ＣＳＩ－ＲＳポートの前記第１の数は、基地局の物理アンテナポートの数
よりも大きく、前記複数のＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥの数はＣＳＩ－ＲＳポートの前記第１の数
に少なくとも部分的に基づいて割り振られる、
　前記少なくとも１つの高度ＵＥに仮想アンテナポートの第２の数をシグナリングするこ
とと、前記第２の数は前記第１の数よりも小さいかまたはそれに等しく、前記複数のＣＳ
Ｉ－ＲＳ　ＲＥは前記第２の数の仮想アンテナポートにマッピングされる、
　各仮想アンテナポート上で、前記複数のＲＥの少なくとも一部分にマッピングされるＣ
ＳＩ－ＲＳを送信することと
　を備える、ワイヤレス通信の方法。
【請求項２】
　前記第２の数に一致するＣＳＩ－ＲＳポートを用いて少なくとも１つのレガシーＵＥを
構成することと、
　前記レガシーＵＥが前記第２の数に少なくとも部分的に基づいて割り振られた複数のＲ
Ｅの数に対して測定を実行できるように、前記第２の数に基づいてミューティング（muti
ng）パターンを用いて前記少なくとも１つのレガシーＵＥを構成することと、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＣＳＩ－ＲＳは、前記第１の数のＣＳＩ－ＲＳポートに対応する少なくとも２つの
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ＲＥにマッピングされる、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１の数のＣＳＩ－ＲＳポートと前記第２の数の仮想アンテナポートとの間のマッ
ピングについての情報をシグナリングすることをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第２の数は前記第１の数に等しい、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　少なくとも送信モード１、２、３、４、５、６、７、８、またはこれらの組み合わせに
おいて前記第１の数のＣＳＩ－ＲＳポートを用いて前記少なくとも１つの高度ＵＥを構成
することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　複数のチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）リソース要素（ＲＥ）に対応するＣ
ＳＩ－ＲＳポートの第１の数を、高度ユーザ機器（ＵＥ）において受信することと、ＣＳ
Ｉ－ＲＳポートの前記第１の数は基地局の物理アンテナポートの数よりも大きく、前記複
数のＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥの数はＣＳＩ－ＲＳポートの前記第１の数に少なくとも部分的に
基づいて割り振られる、
　前記高度ＵＥにおいて仮想アンテナポートの第２の数を受信することと、前記第２の数
は前記第１の数よりも小さいかまたはそれに等しく、前記複数のＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥは前
記第２の数の仮想アンテナポートにマッピングされる、
　前記高度ＵＥにおいて、前記複数のＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥの少なくとも一部分にマッピン
グされるＣＳＩ－ＲＳを、各仮想アンテナポート上で受信することと
　を備える、ワイヤレス通信の方法。
【請求項８】
　前記受信されたＣＳＩ－ＲＳを使用してチャネル推定および／または干渉測定を実行す
ること、をさらに備える、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記受信されたＣＳＩ－ＲＳは、前記第１の数のＣＳＩ－ＲＳポートに対応する少なく
とも２つのＲＥ上にある、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記チャネル推定および／または前記干渉測定に少なくとも部分的に基づいてチャネル
状態情報（ＣＳＩ）を評価することをさらに備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ＣＳＩは、少なくとも送信モード１、２、３、４、５、６、７、８、またはこれら
の組み合わせにおいて前記第１の数のＣＳＩ－ＲＳポートの測定に基づいて評価される、
請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　複数のチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）リソース要素（ＲＥ）に対応するＣ
ＳＩ－ＲＳポートの第１の数を、少なくとも１つの高度ユーザ機器（ＵＥ）にシグナリン
グする手段と、ＣＳＩ－ＲＳポートの前記第１の数は、基地局の物理アンテナポートの数
よりも大きく、前記複数のＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥの数はＣＳＩ－ＲＳポートの前記第１の数
に少なくとも部分的に基づいて割り振られる、
　仮想アンテナポートの第２の数を前記少なくとも１つの高度ＵＥにシグナリングする手
段と、前記第２の数は前記第１の数よりも小さいかまたはそれに等しく、前記複数のＣＳ
Ｉ－ＲＳ　ＲＥは前記第２の数の仮想アンテナポートにマッピングされる、
　各仮想アンテナポート上で、前記複数のＲＥの少なくとも一部分にマッピングされるＣ
ＳＩ－ＲＳを送信する手段と
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項１３】
　高度ユーザ機器（ＵＥ）において、複数のチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）
リソース要素（ＲＥ）に対応するＣＳＩ－ＲＳポートの第１の数を受信する手段と、ＣＳ
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Ｉ－ＲＳポートの前記第１の数は、基地局の物理アンテナポートの数よりも大きく、前記
複数のＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥの数は、ＣＳＩ－ＲＳポートの前記第１の数に少なくとも部分
的に基づいて割り振られる、
　前記高度ＵＥにおいて仮想アンテナポートの第２の数を受信する手段と、前記第２の数
は前記第１の数よりも小さいかまたはそれに等しく、前記複数のＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥは前
記第２の数の仮想アンテナポートにマッピングされる、
　前記高度ＵＥにおいて、前記複数のＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥの少なくとも一部分にマッピン
グされるＣＳＩ－ＲＳを、各仮想アンテナポート上で受信する手段と
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項１４】
　ワイヤレスネットワークにおけるワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品
であって、
　非一時的なプログラムコードを記録した非一時的コンピュータ可読媒体を備え、前記プ
ログラムコードは、
　複数のチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）リソース要素（ＲＥ）に対応するＣ
ＳＩ－ＲＳポートの第１の数を、少なくとも１つの高度ユーザ機器（ＵＥ）にシグナリン
グするためのプログラムコードと、ＣＳＩ－ＲＳポートの前記第１の数は、基地局の物理
アンテナポートの数よりも大きく、前記複数のＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥの数は、ＣＳＩ－ＲＳ
ポートの前記第１の数に少なくとも部分的に基づいて割り振られる、
　ＣＳＩ－ＲＳポートの前記第１の数に一致するミューティング（muting）パターンを用
いて少なくとも１つのレガシーＵＥを構成するためのプログラムコードと、
　前記少なくとも１つの高度ＵＥに仮想アンテナポートの第２の数をシグナリングするた
めのプログラムコードと、前記第２の数は前記第１の数よりも小さいかまたはそれに等し
く、前記複数のＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥは前記第２の数の仮想アンテナポートにマッピングさ
れる、
　各仮想アンテナポート上で、前記複数のＲＥの少なくとも一部分にマッピングされるＣ
ＳＩ－ＲＳを送信するためのプログラムコードと
　を備える、コンピュータプログラム製品。
【請求項１５】
　ワイヤレスネットワークにおけるワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品
であって、
　非一時的なプログラムコードを記録した非一時的コンピュータ可読媒体を備え、前記プ
ログラムコードは、
　高度ユーザ機器（ＵＥ）において、複数のチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）
リソース要素（ＲＥ）に対応するＣＳＩ－ＲＳポートの第１の数を受信するためのプログ
ラムコードと、ＣＳＩ－ＲＳポートの前記第１の数は、基地局の物理アンテナポートの数
よりも大きく、前記複数のＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥの数は、ＣＳＩ－ＲＳポートの前記第１の
数に少なくとも部分的に基づいて割り振られる、
　前記高度ＵＥにおいて仮想アンテナポートの第２の数を受信するためのプログラムコー
ドと、前記第２の数は前記第１の数よりも小さいかまたはそれに等しく、前記複数のＣＳ
Ｉ－ＲＳ　ＲＥは前記第２の数の仮想アンテナポートにマッピングされる、
　前記高度ユーザ機器（ＵＥ）において、前記複数のＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥの少なくとも一
部分にマッピングされるＣＳＩ－ＲＳを、各仮想アンテナポート上で受信するためのプロ
グラムコードと
　を備える、コンピュータプログラム製品。
【請求項１６】
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと、
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　複数のチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）リソース要素（ＲＥ）に対応するＣ
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ＳＩ－ＲＳポートの第１の数を少なくとも１つの高度ユーザ機器（ＵＥ）にシグナリング
することと、ＣＳＩ－ＲＳポートの前記第１の数は、基地局の物理アンテナポートの数よ
りも大きく、前記複数のＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥの数は、ＣＳＩ－ＲＳポートの前記第１の数
に少なくとも部分的に基づいて割り振られる、
　前記少なくとも１つの高度ＵＥに仮想アンテナポートの第２の数をシグナリングするこ
とと、前記第２の数は前記第１の数よりも小さいかまたはそれに等しく、前記複数のＣＳ
Ｉ－ＲＳ　ＲＥは前記第２の数の仮想アンテナポートにマッピングされる、
　各仮想アンテナポート上で、前記複数のＲＥの少なくとも一部分にマッピングされるＣ
ＳＩ－ＲＳを送信することと
　を行うように構成された、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項１７】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記第２の数に一致するＣＳＩ－ＲＳポートを用いて少なくとも１つのレガシーＵＥを
構成することと、
　前記レガシーＵＥが前記第２の数に少なくとも部分的に基づいて割り振られた複数のＲ
Ｅの数に対して測定を実行できるように、前記第２の数に少なくとも部分的に基づいてミ
ューティング（muting）パターンを用いて前記少なくとも１つのレガシーＵＥを構成する
ことと、
　を行うようにさらに構成された、請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　前記ＣＳＩ－ＲＳは、前記第１の数のＣＳＩ－ＲＳポートに対応する少なくとも２つの
ＲＥにマッピングされる、請求項１６に記載の装置。
【請求項１９】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記第１の数のＣＳ－ＲＳポートと前記第２の数
の仮想アンテナポートとの間のマッピングについての情報をシグナリングするようにさら
に構成された、請求項１６に記載の装置。
【請求項２０】
　前記第２の数は前記第１の数に等しい、請求項１６に記載の装置。
【請求項２１】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、少なくとも送信モード１、２、３、４、５、６、
７、８、またはこれらの組み合わせにおいて前記第１の数のＣＳＩ－ＲＳポートを用いて
前記少なくとも１つの高度ＵＥを構成するようにさらに構成された、請求項１６に記載の
装置。
【請求項２２】
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと、
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　複数のチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）リソース要素（ＲＥ）に対応するＣ
ＳＩ－ＲＳポートの第１の数を受信することと、ＣＳＩ－ＲＳポートの前記第１の数は、
基地局の物理アンテナポートの数よりも大きく、前記複数のＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥの数は、
ＣＳＩ－ＲＳポートの前記第１の数に少なくとも部分的に基づいて割り振られる、
　仮想アンテナポートの第２の数を受信することと、前記第２の数は前記第１の数よりも
小さいかまたはそれに等しく、前記複数のＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥは前記第２の数の仮想アン
テナポートにマッピングされる、
　各仮想アンテナポート上で、前記複数のＲＥの少なくとも一部分にマッピングされるＣ
ＳＩ－ＲＳを受信することと
　を行うように構成された、ワイヤレス通信のために構成された高度ユーザ機器（ＵＥ）
。
【請求項２３】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記受信されたＣＳＩ－ＲＳを使用してチャネル
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推定および／または干渉測定を実行するようにさらに構成された、請求項２２に記載の高
度ユーザ機器。
【請求項２４】
　前記受信されたＣＳＩ－ＲＳは、前記第１の数のＣＳＩ－ＲＳポートに対応する少なく
とも２つのＲＥ上にある、請求項２３に記載の高度ユーザ機器。
【請求項２５】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記チャネル推定および／または前記干渉測定に
少なくとも部分的に基づいてチャネル状態情報（ＣＳＩ）を評価するようにさらに構成さ
れた、請求項２３に記載の高度ユーザ機器。
【請求項２６】
　前記ＣＳＩは、少なくとも送信モード１、２、３、４、５、６、７、８、またはこれら
の組み合わせにおいて前記第１の数のＣＳＩ－ＲＳポートの測定に基づいて評価される、
請求項２５に記載の高度ユーザ機器。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７３】
　[0084]本開示についての以上の説明は、いかなる当業者も本開示を作成または使用する
ことができるように与えたものである。本開示への様々な修正は当業者には容易に明らか
となり、本明細書で定義した一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく
他の変形形態に適用され得る。したがって、本開示は、本明細書で説明した例および設計
に限定されるものではなく、本明細書で開示した原理および新規の特徴に合致する最も広
い範囲を与えられるべきである。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　［Ｃ１］
　複数のリソース要素（ＲＥ）に対応するチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）ポ
ートの第１の数をシグナリングすることと、
　仮想アンテナポートの第２の数をシグナリングすることと、前記第２の数は前記第１の
数よりも小さいかまたはそれに等しい、
　各仮想アンテナポート上でＣＳＩ－ＲＳを送信することと、前記ＣＳＩ－ＲＳは前記複
数のＲＥの少なくとも一部分にマッピングされる、
　を備える、ワイヤレス通信の方法。
　［Ｃ２］
　前記第２の数に一致するＣＳＩ－ＲＳポートを用いてレガシーユーザ機器（ＵＥ）を構
成することと、
　前記第１の数のＣＳＩ－ＲＳポートに一致するミューティング（muting）パターンを用
いて前記レガシーＵＥを構成することと、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ３］
　前記ＣＳＩ－ＲＳは、前記第１の数のＣＳＩ－ＲＳポートに対応する少なくとも２つの
ＲＥにマッピングされる、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ４］
　前記第１の数のＣＳ－ＲＳポートと前記第２の数の仮想アンテナポートとの間のマッピ
ングについての情報をシグナリングすることをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ５］
　前記第２の数は前記第１の数に等しい、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ６］
　送信モード１、２、３、４、５、６、７および／または８において前記第１の数のＣＳ
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Ｉ－ＲＳポートを用いてユーザ機器（ＵＥ）を構成することをさらに備える、Ｃ１に記載
の方法。
　［Ｃ７］
　複数のリソース要素（ＲＥ）に対応するチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）ポ
ートの第１の数を受信することと、
　仮想アンテナポートの第２の数を受信することと、前記第２の数は前記第１の数よりも
小さいかまたはそれに等しい、
　各仮想アンテナポート上でＣＳＩ－ＲＳを受信することと、前記ＣＳＩ－ＲＳが前記複
数のＲＥの少なくとも一部分にマッピングされる、
　を備える、ワイヤレス通信の方法。
　［Ｃ８］
　前記受信されたＣＳＩ－ＲＳを使用してチャネル推定および／または干渉測定を実行す
ること、をさらに備える、Ｃ７に記載の方法。
　［Ｃ９］
　前記受信されたＣＳＩ－ＲＳは、前記第１の数のＣＳＩ－ＲＳポートに対応する少なく
とも２つのＲＥ上にある、Ｃ８に記載の方法。
　［Ｃ１０］
　前記チャネル推定および／または前記干渉測定に少なくとも部分的に基づいてチャネル
状態情報（ＣＳＩ）を評価することをさらに備える、Ｃ８に記載の方法。
　［Ｃ１１］
　前記ＣＳＩは、送信モード１、２、３、４、５、６、７、および／または８において前
記第１の数のＣＳＩ－ＲＳポートの測定に基づいて評価される、Ｃ１０に記載の方法。
　［Ｃ１２］
　複数のリソース要素（ＲＥ）に対応するチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）ポ
ートの第１の数をシグナリングする手段と、
　仮想アンテナポートの第２の数をシグナリングする手段と、前記第２の数は前記第１の
数よりも小さいかまたはそれに等しい、
　各仮想アンテナポート上でＣＳＩ－ＲＳを送信する手段と、前記ＣＳＩ－ＲＳは前記複
数のＲＥの少なくとも一部分にマッピングされる、
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
　［Ｃ１３］
　複数のリソース要素（ＲＥ）に対応するチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）ポ
ートの第１の数を受信する手段と、
　仮想アンテナポートの第２の数を受信する手段と、前記第２の数は前記第１の数よりも
小さいかまたはそれに等しい、
　各仮想アンテナポート上でＣＳＩ－ＲＳを受信する手段と、前記ＣＳＩ－ＲＳは前記Ｒ
Ｅの少なくとも一部分にマッピングされる、
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
　［Ｃ１４］
　ワイヤレスネットワークにおけるワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品
であって、
　非一時的プログラムコードを記録した非一時的コンピュータ可読媒体を備え、前記プロ
グラムコードは、
　複数のリソース要素（ＲＥ）に対応するチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）ポ
ートの第１の数をシグナリングするためのプログラムコードと、
　仮想アンテナポートの第２の数をシグナリングするためのプログラムコードと、前記第
２の数は前記第１の数よりも小さいかまたはそれに等しい、
　各仮想アンテナポート上でＣＳＩ－ＲＳを送信するためのプログラムコードと、前記Ｃ
ＳＩ－ＲＳは前記複数のＲＥの少なくとも一部分にマッピングされる、
　を備える、コンピュータプログラム製品。
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　［Ｃ１５］
　ワイヤレスネットワークにおけるワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品
であって、
　非一時的プログラムコードを記録した非一時的コンピュータ可読媒体を備え、前記プロ
グラムコードは、
　複数のリソース要素（ＲＥ）に対応するチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）ポ
ートの第１の数を受信するためのプログラムコードと、
　仮想アンテナポートの第２の数を受信するためのプログラムコードと、前記第２の数は
前記第１の数よりも小さいかまたはそれに等しい、
　各仮想アンテナポート上でＣＳＩ－ＲＳを受信するためのプログラムコードと、前記Ｃ
ＳＩ－ＲＳは前記複数のＲＥの少なくとも一部分にマッピングされる、
　を備える、コンピュータプログラム製品。
　［Ｃ１６］
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと、
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　複数のリソース要素（ＲＥ）に対応するチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）ポ
ートの第１の数をシグナリングすることと、
　仮想アンテナポートの第２の数をシグナリングすることと、前記第２の数は前記第１の
数よりも小さいかまたはそれに等しい、
　各仮想アンテナポート上でＣＳＩ－ＲＳを送信することと、前記ＣＳＩ－ＲＳは前記Ｒ
Ｅの少なくとも一部分にマッピングされる、
　を行うように構成された、ワイヤレス通信のための装置。
　［Ｃ１７］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記第２の数に一致するＣＳＩ－ＲＳポートを用いてレガシーユーザ機器（ＵＥ）を構
成することと、
　前記第１の数のＣＳＩ－ＲＳポートに一致するミューティング（muting）パターンを用
いて前記レガシーＵＥを構成することと、
　を行うようにさらに構成された、Ｃ１６に記載の装置。
　［Ｃ１８］
　前記ＣＳＩ－ＲＳは、前記第１の数のＣＳＩ－ＲＳポートに対応する少なくとも２つの
ＲＥにマッピングされる、Ｃ１６に記載の装置。
　［Ｃ１９］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記第１の数のＣＳ－ＲＳポートと前記第２の数
の仮想アンテナポートとの間のマッピングについての情報をシグナリングするようにさら
に構成された、Ｃ１６に記載の装置。
　［Ｃ２０］
　前記第２の数は前記第１の数に等しい、Ｃ１６に記載の装置。
　［Ｃ２１］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、送信モード１、２、３、４、５、６、７および／
または８において前記第１の数のＣＳＩ－ＲＳポートを用いてユーザ機器（ＵＥ）を構成
するようにさらに構成された、Ｃ１６に記載の装置。
　［Ｃ２２］
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと、
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　複数のリソース要素（ＲＥ）に対応するチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）ポ
ートの第１の数を受信することと、
　仮想アンテナポートの第２の数を受信することと、前記第２の数は前記第１の数よりも
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小さいかまたはそれに等しい、
　各仮想アンテナポート上でＣＳＩ－ＲＳを受信することと、前記ＣＳＩ－ＲＳが前記複
数のＲＥの少なくとも一部分にマッピングされる、
　を行うように構成された、ワイヤレス通信のための装置。
　［Ｃ２３］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記受信したＣＳＩ－ＲＳを使用してチャネル推
定および／または干渉測定を実行するようにさらに構成された、Ｃ２２に記載の装置。
　［Ｃ２４］
　前記受信されたＣＳＩ－ＲＳは、前記第１の数のＣＳＩ－ＲＳポートに対応する少なく
とも２つのＲＥ上にある、Ｃ２３に記載の装置。
　［Ｃ２５］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記チャネル推定および／または前記干渉測定に
少なくとも部分的に基づいてチャネル状態情報（ＣＳＩ）を評価するようにさらに構成さ
れた、Ｃ２３に記載の装置。
　［Ｃ２６］
　前記ＣＳＩは、送信モード１、２、３、４、５、６、７、および／または８において前
記第１の数のＣＳＩ－ＲＳポートの測定に基づいて評価される、Ｃ２５に記載の装置。
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